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公共事業コスト構造改善について

取組の経過

取組の主旨

改善額の算出方法

　国の「公共事業コスト縮減対策に関する行動指針」策定を受け、平成9年度に「公共工事」のコスト縮減の
取組に着手しました。
　その後、平成10年度から全庁的にこの取り組みを推進するため岡山市公共工事コスト縮減対策に関する行
動計画を定めました。
　そして、平成13年度からは「工事の時間的コスト」、「ライフサイクルコスト」、「社会的コスト」、
「効率性向上による長期的コスト」を指標に加えて新行動計画を定めました。
　また、平成16年度には、対象を「公共工事」から「公共事業」に拡大（計画・維持管理分野を追加）し、
公共事業の全てのプロセスをコストの観点から見直す、「岡山市公共事業コスト構造改革プログラム」を策
定し、総合的なコスト低減に取り組んでいます。
　さらに平成21年度からは、これまでの「コスト縮減」の取組に加え、新たに「コスト構造改善」の取組を
導入し、経済性及び環境に配慮しつつ、構想・計画段階から維持管理までを通じて、投資に対して最も価値
の高いサービスを提供することを重視した「総合的なコスト構造改善」を推進しています。（4分野　39施
策）

　依然として厳しい財政事情のなか、引き続きコスト縮減の取組を継続する必要がある一方で、行き過ぎた
コスト縮減は品質の低下を招く恐れがあるため、今までのコスト縮減のみを重視した取組から、コストと品
質の両面及び環境を重視する取組への転換を行うため、従来の「岡山市公共事業コスト構造改革プログラ
ム」に代わる新たなプログラムとして「岡山市公共事業コスト構造改善プログラム」を策定しました。
　取組にあたり、民間企業による技術革新の進展、市民の安全・安心のニーズや老朽化が進む社会資本の維
持管理費用の増大への対応、近年の地球温暖化等の環境問題に対する世論の高まり等を踏まえ、公共事業の
生産性向上を目指します。
　施策の実施にあたっては、社会資本が備えるべき供用性、利便性、公平性、安全性、耐久性、環境保全、
省資源、美観、文化性等の所要の基本性能・品質の確保を図ります。

　（例）コスト改善額の算出方法は、各工事ごとに従来の標準的な工法（平成２０年度が基準年）による工
事金額と現在の新しい技術、工法や将来の維持管理コスト等を反映した工事金額との比較によりでた差額を
改善（縮減）額としています。
　例えば、従来工法だと１００万円の工事金額が新工法だと９０万円の工事金額となった場合、差額の１０
万円がコスト改善額となります。また、改善率は１０万円÷（９０万円＋１０万円）×１００＝１０％とな
ります。
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（a） （ｂ） （ｃ） （ｄ） （％）

安全・安心Ｎ 0 0 0 0 0 11 15 0 0.00% 3 5 0 0.00% 0.00%

市 民 局 10 1171 40 0 0 3.31% 102 74 0 0.00% 9 33 1 1.78% 3.09%

総務部会 1 24 0 0 0 0.00% 10 10 0 0.00% 0 0 0 0.00%

財政部会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保健福祉部会 0 0 0 0 0 63 94 0 0.00% 11 39 0 0.37% 0.11%

環境部会 12 359 106 0 0 22.79% 20 22 2 9.78% 43 310 13 3.99% 14.93%

経済部会 53 434 6 0 1 1.69% 456 454 2 0.44% 11 9 1 5.92% 1.11%

都市整備部会 292 7,084 710 0 16 9.31% 1,265 1,751 7 0.42% 19 24 0 0.00% 7.65%

下水道部会 113 4,665 521 0 0 10.05% 153 107 1 0.96% 73 151 19 11.05% 9.90%

消防部会 4 83 5 0 0 5.96% 3 4 1 10.83% 0 0 0 6.21%

水道部会 304 6,777 542 0 0 7.41% 1 2 0 0.00% 1 8 0 0.00% 7.40%

教育部会 34 4,057 664 0 0 14.06% 20 34 5 13.14% 0 0 0 14.05%

合　　計 823 24,653 2,594 0 17 9.58% 2,104 2,568 18 0.71% 170 579 33 5.38% 8.75%

（註）　部会（局）名「安全・安心Ｎ」は安全・安心ネットワーク推進室の略。

表－２　対象工事件数及び工事費等の金額　　　　　　　　　　

全体金額

※1
平成21年度 26,735百万円

平成22年度 27,786百万円

平成23年度 24,092百万円

平成24年度 27,800百万円

※1　平成21年4月1日　政令市移行に伴い、小規模工事　130万以下から250万以下に改正しています。

図-1　本工事・小規模工事・修繕　　件数・金額の推移
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１．各工種のコスト改善の結果について（岡山市公共事業コスト構造改善プログラム計画期間H21年度～H25年度）

１－１）本工事について                                                         

図－2　本工事におけるコスト改善の結果

１－２）小規模工事について

１－３）修繕について

図－3　小規模工事・修繕におけるコスト改善の結果

　本市における平成２４年度の本工事のコスト改善実績は、工事発注件数８２３件のうち４４４件で改善実績があり、改善（縮
減）額約２６億１１百万円、改善率９．５８％ となりました。

　ここでは、市の公共事業コスト改善の対象工種である本工事、小規模工事及び修繕の３工種の改善結果状況を説明します。
  なお、全ての工種の改善額及び率は、26億62百万円及び8.75%となりました。

　工事規模および工種が限定され、また、道路、水路等の現状復旧及び補修的な工事が多くを占めていることから（平成２４年
度は全件数の約６８％）、コスト改善が難しい一面もありますが、工夫次第ではコスト改善も可能なことから本工事と同様に対
象としています。
　平成２４年度のコスト改善実績は、小規模工事発注件数２，１０４件のうち１８５件で改善実績があり、改善額約１８百万
円、改善減率０．７１％となりました。

　修繕についても、コスト改善が図ることができる修繕内容とそうでない場合があり本工事と同列に扱うことはできませんが、
修繕であっても工事と同様な工種でコスト改善も可能であることから、平成１６年から取組みを行っています。
　平成２１年度から修繕の施工起案方法の変更に伴い契約課を通すものは全てを対象にし、その他のものは従来通り３０万円以
上を対象に変更しました。
　平成２４年度のコスト改善実績は、修繕発注件数１７０件のうち４７件で改善実績あり、改善額約３３百万円、改善率５．３
８％となりました。
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２．総合コスト改善実績の施策別内訳

図-4　コスト改善のための具体的施策の内訳（全件数：431件）

図-5　コスト改善のための具体的施策の内訳

３.コスト改善実績の具体的施策別内訳

（百万円）
縮減額
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22

3

2

1

施策内容 部会名

計画・設計の見直し 水道部会

計画・設計・施工の最適化 土木部会

代表的な具体的事例

既存品を再使用することによる工期短縮とコスト
の縮減

ポンプ場築造の立坑とシールド発進立坑を兼用す
ることによるコスト縮減

従来のブロック積擁壁ではなく、NETISによる民
間技術（逆台形擁壁工法）を積極的利用すること
による工期短縮とコストの縮減

従来の工法を見直し、水理解析による適正口径を
布設することによるコスト縮減

長距離シールド工法の選定とRCセグメントの採用
により二次覆工の省略と工期の短縮

計画・設計・施工の最適化

計画・設計の見直し 下水道部会

消防部会

計画・設計・施工の最適化 下水道部会

コスト改善のための具体的施策の内訳（全件数：431件）
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まとめ（考察）

ア 行動計画の施策の継承

イ 「総合的なコスト縮減」から、VFM※最大化を重視した「総合的なコスト改善」を推進する

ウ 広範な主体での取り組み

※　VFM（Value for Money）
経済性にも配慮しつつ、公共事業の構想・計画段階から維持管理までを通じて、投資に対して最も価値の高いサービスを提供す
ること。

　公共工事のコスト縮減を図るため、平成１0年度より行動計画を策定し、岡山市全体で取組を進めてきまし
た。
　この取組により、コスト縮減の意識を持って施策の多くが取り組まれ、一定の成果をあげてきました。
　また、平成21年度から取り組んでいる岡山市公共事業コスト構造改善プログラムでは、基準年を平成8年度
から平成20年度に変更したことに伴い、今までコスト縮減として取り上げていた施策が、公共事業を実施す
るうえで当然のこととして行われる施策（業務として定着した施策）になったことにより、縮減率が低迷し
ていますが、平成24年度については、計画・設計段階での見直しなどがさらに行われ、8.75%の縮減となりま
した。
（平成21年度：3.07％　平成22年度：4.06%　平成23年度：4.64%）
　しかしながら、検討すべき施策として取り上げているものの、未だ実施されていない施策もあり、十分コ
スト縮減対策の考えが浸透したとは言えない状況でもあります。
　今後、職員一人ひとりがコスト改善の意識を持ち、より一層の取り組みが必要であると考えられます。
　また、社会経済情勢等の変化により、新たに生じた課題に対する施策を見直し、追加することも検討が必
要であると考えられます。

　これまでの評価項目では、①工事コストの縮減対策が積極的に取り組まれてきていますが、②事業のス
ピードアップによる効果の早期発現、③将来の維持管理費の縮減の利用は低調となっています。
　また公共事業コスト構造改善プログラムで新たに取り組むこととなった施策（④民間企業の技術革新によ
るコスト構造改善、⑤施設の長寿命化によるライフサイクルコスト、⑥環境負荷の低減効果等の社会的コス
ト）についても、積極的な取り組みが必要であると考えられます。
　これらの取り組みは、老朽化する社会資本が急増する中で、住民の安全・安心へのニーズの高まりや将来
の維持管理・更新費用が増大することへの対応、近年の地球温暖化等の環境問題に対する世論の高まりを踏
まえ、職員一人ひとりが的確に行政運営を実践するこが必要であり、積極的な関与が必要であると考えられ
ます。

　公共事業の実施には、事業計画の立案、用地の買収、施設の設計、工事の入札、建築、道路、上下水道等
の新設、維持管理等多くの段階があり、多くの関係者が存在するという側面があります。
　そのため、公共事業の適正化、効率化、透明性の向上、コスト改善を推進するためには、工事を直接実施
する部局だけでなく、管理など関係する部局を含めた市全体としての取り組みが必要です。
　施策の実施にあたり、関係する全ての部局が公共事業の総合的なコスト改善に向けた意識を持つことが必
要です。
　また、事業間で関連する施策については、国、近隣自治体等とも連携し、情報交換を行うなど総合的なコ
スト改善に取り組みが重要であり、一層緊密な連携が求められます。
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「公共事業コスト構造改善プログラム」
【施策名 Ⅱ計画・設計・施工の最適化 【2】施工の見直し】

既存品を再使用した工期の短縮及びコストの縮減

岡山市災害対策本部室整備工事
概要：消防局情報指令課が西消防署へ移転するにあたり、耐震化が完了している同跡地（岡山市保

健福祉会館８階）へ災害対策本部室及び危機管理課執務室を移設する。可能な限り既存品を
再使用することにより工期の短縮及び整備費用を抑える

効果
・空調設備を一新する中で、既存の冷媒管を再使用。（新規に冷媒管を新設する場合と比較し、お
よそ１２８万円削減）
・既存の蛍光灯（２５台）を再使用。（新規に蛍光灯を新設する場合と比較し、およそ５５万円削減）
・既存の煙感知器（２個）を再使用。（新規に煙感知器を新設する場合と比較し、およそ５万円削減）

概要

岡山市災害対策本部室

再利用した蛍光管 再利用した煙感知器



「岡山市公共事業コスト構造改善プログラム」
Ⅱ計画・設計・施工の最適化【１】計画・設計の見直し 施策１２．管径の見直し（ダウンサイジング）

効果
（従来）
既設管と同口径による布設替（φ３００㎜）

（実施策）
水理解析により適正な口径による布設替（φ２００㎜）

適正口径の配水管を布設することにより約３５％の工費縮減

管径の見直しによるコスト削減

工事名：φ300㎜～φ200㎜配水管布設工事
概 要：配水管口径の適正化

水道局中水道センター



工事名 ： 上道幹線（１工区）汚水管築造工事（下水道部会）

内容　：　現場条件により立坑築造が困難な為、長距離の施工が可能なシールド工法を選定しＲＣセグメントを採用した。

効果　：　三分割ヒンジ継手構造のRCセグメント採用により，二次覆工の省略化，及び施工の日数の短縮が図られた。

（縮減額 ２６，３３０万円 縮減率 ２３．８３％）

岡山市下水道局東部建設課

二　次　覆　工　の　省　略　化

「岡山市公共事業コスト構造改善プログラム」　　Ⅱ．計画・設計・施工の最適化【１】計画・設計の見直し　施策番号１４　比較設計の充実



工事名：上道ポンプ場立坑築造工事（下水道部会）

立坑規模 6.4m×9.2m
矢板枚数 (6.4+9.2)×2/0.4=78枚

立坑規模 9.6m×9.6m
矢板枚数 9.6×4/0.4=96枚

鋼矢板を存置する場合鋼矢板を引き抜く場合

「岡山市公共事業
コスト構造改善プログラム」

Ⅱ．計画・設計・施工の最適化

施策１４ 比較設計の充実

（内容）

ポンプ場を築造するた
めの立坑と管きょ発進立
坑を兼用することを考え、
通算した約2年半の工期
に対し鋼矢板引抜きと存
置を比較検討し、存置に
決定した。

（効果）

縮減額合計22,258千円、
縮減率24.4%となった。



「岡山市公共事業コスト構造改善プログラム」 分野２：計画・設計・施工の最適化

【施策18：公共工事等における新技術活用システム（NETIS）を通じた民間技術の積極的活用】

新技術による時間的コスト縮減

工事名：（一）県道宝伝久々井南水門線道路改良工事（２４－１）

ブロック積擁壁による施工

（新）

逆台形擁壁【ポラメッシュ】による施工

効 果 ・直接工事費で比較した場合、従来の工法に比べて1mあたり1,161円の縮減可能。
・逆台形擁壁を施工することにより、従来の工法よりも用地取得が少ない。
・従来の工法よりもコンクリート打設が少なく施工性に優れている。
・また、今回施工した現場は4t、10t車輌の通行が不可能であるため、こうした現地状況を考慮すると
施工日数や施工性、経済性の点で逆台形擁壁【ポラメッシュ】の施工が優れている。

※ 工事費を，6,933千円から6,842千円に縮減。
（縮減額 91,835円 縮減率 1.3%）

概 要：（従来）

委託業者名：株式会社 光栄技研 岡山市東区役所建設課

（従来） （新）


